
学校関係者評価

評価項目と具体的取組 評価指標 達成度判断基準 取組の状況
達成
状況

学校関係者評価者による意見

<人材育成> 【成果指標】
職員の学校運営への
参画意識

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

<いじめ・不登校対応> 【努力目標】
未然防止策の実施、
組織的な問題対応
Ａ：迅速的確に対応が行わ
れている。

Ｂ：対応している。

Ｃ：対応に問題がある。

Ｄ：対応できていない。

＜教師の指導力の向上＞ 【成果指標】
教師の研修・研究へ
の意欲

Ａ：「学びの集団」になっている

Ｂ：研修や研究への意欲が高い

Ｃ：研修や研究への意欲はある

Ｄ：意欲が低く向上が見られない

＜「わかる・できる」授業＞ 【満足度指標】
児童の授業への満足
度

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

＜学力向上＞ 【努力指標】
問題や弱点の把握と
解決の授業実践

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

＜読書活動の推進＞ 【成果指標】
月８冊以上読書する
児童数

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

Ｃ：６０％以上

Ｄ：６０％未満

＜親和的な集団づくり＞ 【満足度指標】
児童の学校・学級で
の満足度

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

＜道徳教育の推進＞ 【努力指標】
別様に基づく授業実
践率

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

<情報モラル教育の推進> 【成果指標】
年間計画に基づく授
業実践率

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

①
　
組
織
的
な
学
校
運
営

主任等を中心に、教員の専
門性と同僚性を活かし、協
働する学校作りをめざす。

教員研修と学校研究の充実
により、教師の人間力・授
業力の向上を図る。
【学びの指針１１条】

特別活動・児童会活動・委
員会活動・クラブ活動等を
充実し、自尊感情を高め、
親和的な集団作りを推進す
る。

道徳教育年間指導
計画（別葉）に基
づき、計画的に授
業実践が行われて
いる。

【　様式６　】

ねらいを明確にした「わか
る・できる」授業で児童に
学ぶ楽しさと成就感を与え
る。
【学びの指針１・３・６
条】

学力調査の分析結果を共通
理解し、適切な対応に迅速
に取り組み、学力向上をめ
ざす。
【学びの指針１１条】

情報教育指導計画
にもとづき、計画
的に授業実践を行
われている。

各教科・領域等と関連した
読書活動を工夫改善し、児
童に望ましい読書習慣を確
立する。
【学びの指針８条】

自　　己　　評　　価

Ａ

学力調査の分析結果をも
とに、学力向上対策委員
会等を開き、今後の取り
組みを確認。問題分析か
ら全教職員で、「求められ
る力」と本校の課題を確
認、今後の取り組みにつ
いて共通理解している。

Ａ

積極的な読書活動の取り
入れや児童への呼びかけ
によって、12月段階での
平均貸出冊数は、141.5
冊である。また、月8冊以
上読書する児童数の割合
は、9月72％、10月91％、
11月85％、12月84％と8
割をこえている。

保健室来室児童の状況はど
うか。
身体の不調は当然である
が，今後も，保健室が，心の
不調を訴えられる場，心を休
めることのできる場であること
を願っている。

Ａ

A

教員個々の安全意識や危機
管理能力を高め、いじめ等
に組織的に迅速的確に対応
する。

主任等のリーダー
シップのもとで、
各分掌が組織的に
運営されている。

いじめ基本方針基
づき、未然防止、
早期発見し、問題
等には適切な対応
ができている。

意欲的に研修や研
究に取り組み、自
己の授業力や指導
力の向上につなげ
ている。

今後も，組織的・協働的そし
て機動的に取り組んでいく。
前例踏襲に終わらせず，本
校児童の課題とも言える主
体性の育成に向け，各部で
の取組の見直しと改善を
図っていく。

今後も親和的な学級づくり
や情報の共有に努めるとと
もに，早期発見・迅速的確な
組織的対応のための研修等
を充実させていく。

教職員が普段から情報交換
をしていくと同時に、研究や
研修で学んだことを共通理
解して、児童の学力向上へ
とつなげていく授業改善を
今後も行っていく。

Ａ

各分掌において，主
任のリーダーシップの
もと，十分な計画・実
行・検証・提案がなさ
れている。課題があれ
ば主任に伝えられ，
解決の方策が担当者
と共に検討されてい

一人の児童の一月
の読書量が８冊を
超え、市の読書目
標年間１００冊達
成されている

全教職員で問題を
把握した上で、本
校児童の弱点補強
策を学校全体の課
題として取り組ん
でいる。

日々の人間関係づくりの
取組により，いじめ等の未
然防止に努めている。ま
た，面談や校長への「報
告・連絡・相談」の徹底，
職員間や保健室との情報
共有等に積極的に取り組
むことで，早期発見および
迅速的確な組織的対応に
努めている。

教職員アンケートで
は、100％が意欲的に
研修や研究に取り組ん
でいると答えている。ま
た、教材や指導法につ
いて、普段よりクラスや
学年間で相談・情報交
換がなされており、授
業改善に努めていた。

教員は、教材研究をはじ
め、授業改善や工夫等の
授業作りに努めている。児
童アンケートでは、「わ
かった」「できた」と感じて
いる児童は97％であり、中
間評価よりもさらに満足度
を上げることができた。

お話ポッケ（図書ボランティア）
で読み聞かせをしているが，
子どもの様子がどんどん良い
方向に向かってきている。
目を輝かせてお話に入り込ん
で聞いてくれる。
本とふれあう場，心を耕す場と
して，今後も楽しみながら活動
していきたい。

学校研究を中心に、単元計
画の時間の見直しや児童が
考えたくなる課題の設定、教
師の問い返し発問等、「わ
かった」「できた」の達成感
や成就感を感じさせられる
授業作りに努めていく。

今後も、本校の課題・対策を
全教職員で共通理解し共通
実践していく。基本は授業
改善。基礎基本定着に向け
てのドリル学習や活用力問
題の活用を計画的に実施し
ていく。
より有効な個別支援の在り
方も検討していく。

児童に身についた読書習慣
を大切に、読書活動を取り
入れた授業実践や読み聞
かせ等継続していく。また、
図書館司書と連携し、児童
一人一人の読書量を確認

Ａ

③
　
豊
か
な
人
間
性
の
育
成

道徳の時間を充実させ、豊
かな体験活動とつなげるこ
とで、心に響く道徳教育を
推進する。

情報社会で適正な活動を行
うための基になる考え方と
態度を、教育活動全体の中
で学ぶ。

親和的な学級作り
が進み、共感的な
人間関係が醸成さ
れている。

②
　
確
か
な
学
力
の
育
成

「わかった」「で
きた」と達成感や
成就感を感じる授
業作りが推進され
ている。

Ａ

アンケート結果を見ると，学年
によっての児童の特徴がうか
がえる。
それぞれの良さを生かしなが
ら，より良い方へ伸ばしていっ
てもらいたい。

携帯やスマホ，インターネット
の使用状況はどうか。また，そ
れによるトラブルはないか。
危険性を知っているのは，大
人，保護者である。その大人
が，ネットトラブルから子どもを
守るための行動をおこしてい
かなければならない。非行被
害防止講座への参加率が低
いことが課題である。今後，そ
の時期と会場の検討が必要で
ある。

今後も，児童が主体的に取
り組む特別活動・児童会活
動・委員会活動・クラブ活動
等を充実させることで，児童
の自尊感情の向上と親和的
な集団作りを推進する。

他教科や特別活動と関連付
けた道徳教育を効果的に実
践し、児童の道徳性を育ん
でいけるようにする。

情報モラル教育系統表に
沿って、学年に応じた情報
モラル教育を行い、これから
の情報化社会を正しく生き
られる知識を持たせていけ
るようにする。

教師アンケートでは、９３％が
計画的に「取り組んでいる」と
答えている。また、重点項目
については、他教科や特別
活動とも関連づけて計画通り
に取り組んでいるかを学期末
にふり返り、次に活かすことが
できた。授業公開やホーム
ページでの実践報告にも取り
組むことができた。

Ａ

小松市の情報モラル教育系
統表や各学年の指導計画に
基づき、指導内容を選択しな
がら授業をすることができた。
また、調べ学習など情報モラ
ルと関係してくる場面でも著
作権や安全なネットの使い方
について指導していたため、
授業と関連付けた指導を行え
た。

B

児童にアンケートに「学校や
学級での毎日が楽しい」と答
えた児童が96%，「周りの人に
やさしくしたり，親切にしたりし
ている」と答えた児童が94%で
あった。学校生活に対する高
い満足と，親和的な集団作り
に対する自己の貢献を，児童
が実感していることがうかがえ
る。

小松市立今江小学校　　

次年度に向けての
改善計画
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自　　己　　評　　価
次年度に向けての

改善計画

＜よりよい生活習慣の確立＞ 【満足度指標】
児童の健康や生活へ
の意識

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

＜体力の向上＞ 【努力指標】
課題に基づく授業の
創意工夫

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

＜学校からの情報発信＞ 【満足度指標】 保護者の満足度

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

Ｃ：６０％以上

Ｄ：６０％未満

＜郷土愛の育成＞ 【満足度指標】
児童の地域の方への
感謝の割合

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

Ｃ：６０％以上

Ｄ：６０％未満

＜家庭学習の習慣化＞ 【満足度指標】
学年に応じた家庭学
習達成者の割合

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

Ｃ：６０％以上

Ｄ：６０％未満

④
　
健
や
か
な
体
の
育
成

基本的生活習慣が
確立し、家庭学習
が習慣化してい
る。

各種便りやホームページで
積極的に保護者や地域に情
報発信し、学校教育への参
画を進める。
【学びの指針９・１２条】

地域人材の活用と、ふるさ
と学習の推進、地域行事へ
の積極的参加を促し、郷土
愛の育成に努める。
【学びの指針１０条】

家庭学習の習慣化を、保護
者と共通の目標を持って達
成のために連携をする。
【学びの指針７条】

「生活チェック
カード」等に取り
組み、児童の自己
管理能力を高め
る。

⑤
　
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

各種便りやホーム
ページでの情報を
もとに家庭でのコ
ミュニケーション
が増え、児童の学
校生活がわかる。

「今江小学校」や
「ふるさと今江
町」を誇りに感じ
ている。

児童自身が健康や生活に関
心を持ち、よりよい生活習
慣や食生活づくりを推進す
る。
【学びの指針７条】

体育授業や生涯スポーツの
工夫改善で、体育指導の充
実をり、体力の向上をめざ
す。

体力テスト結果を
もとに、本校の児
童の課題解決のた
めの指導を工夫し
ている。

B

　健康な体をつくるために
進んで取り組んでいると答
えた児童の割合が93%で
あった。学校保健委員会
や食育授業の実践、マラ
ソンタイムなど健康な体に
ついて考える機会が多々
あったことにより意識の向
上が見られたと思われる。

Ａ

学校・地域が，児童の安全を
保障することは当然である。し
かし，一方で，多少のことでは
へこたれず，自分の身を自分
で守ることのできる児童に育て
たい。

体力の向上が見られない原因
の一つに，就寝時刻の遅さが
考えられないか。生活習慣の
見直しも考えていかなければ
ならない。
スポチャレへの継続した取組，
周りの環境（しろやま・前川沿
い・木場潟）を生かした取組を
工夫し，体力の向上が図れる

　今後も毎週の生活チェック
に加え、食育授業の実践な
ども継続して行い、家庭と連
携していく。

　これまで課題解決に向け
て指導してきた結果、「投げ
る」運動については向上し
改善が見られた。今後も「力
強さ」に関わる運動について
も時間確保に努めながら
コーディネーショントレーニ
ング等を継続して取り組ん
でいく。

　課題解決に向け指導法を
工夫していると答えた割合が
94%であった。授業導入時に
コーディネーショントレーニン
グやシャトルボールなどに取
り組み、体力を高める工夫を
するなど教師が課題を意識し
て取り組んだことがうかがえ
る。

B

保護者アンケート結果
より、98％の家庭で学
校からの各種便りで親
子のコミュニケーション
をとっていることが分
かった。ＨＰでも学校行
事や各学年の行事、授
業の様子を随時更新
し、学校の様子を伝え
ている。

Ａ
地域での子どもの挨拶が十分
でなく寂しいと感じることがあ
る。知らない人に話しかけては
いけないという現代の風潮な
のだろうか。
挨拶はコミュニケーションの第
一歩であると思う。家庭・地域
一体となって，気持ちの良い
挨拶ができるようにしていきた
い。

町内での自転車のマナーが良
くない。
家庭でも話すが，学校でも継
続して指導をお願いしたい。

今後も、学校からの便りや
ホームページの更新を通
し、学校の様子を積極的に
伝えていく。

１年の実践を振り返り、教育
課程における地域教材の精
査・位置づけの確認を行う。
今後も有効な教育実践を積
み重ね、郷土愛の育成に努
める。

学習の時間に対する意識
が、高まっている。来年度も
引き続き、児童も教師も学習
時間を意識した計画を立て
て、家庭学習週間の取り組
みを実施する。

１学期同様、児童アン
ケートの結果「今江町・今
江小学校が好き」は、96％
と高い。各学年の地域教
材・人材による授業、ＰＴ
Ａ・地域行事への積極的
な参加も継続、地域の方
に支えられて、ふるさとへ
の誇りや地域を大切にす
る心が育まれている。

Ａ

「10分×学年」では、94％
であった。「10分×各学年
＋30分」の達成者は、1学
期よりも約2割増加し、
58.3％となった。88％の保
護者も、家庭学習が習慣
化していると答えており、
目標達成のために連携し
て取り組まれていることが
うかがえる。


